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一人一人の輝きが、徳島の元気に
一人一人のワクワクが、徳島の未来に

皆さんの情熱や夢をカタチにしてみませんか？
とくしま創生アワードは、地域密着型ビジネスや、地域ににぎわいを生むイベントなど、
徳島の元気につながる事業プランを広く募集し、実現を支援するコンテストです。

日本、そして世界で活躍する徳島ゆかりの起業家や地元企業が、皆さんの一歩を応援します。
あなたのこと、地域のこと、社会のこと…。

皆さんの夢が、徳島をきっと面白く、もっと面白くする。
私たちはそう信じています。

本気のチャレンジしてみませんか？

徳島で挑戦する

とくしま創生アワード実行委員会
［徳島県・徳島新聞社・徳島県信用保証協会・徳島経済研究所・徳島大学・徳島文理大学・四国大学］

アドバイザリーボード

主 催 協賛金融機関 阿波銀行・徳島銀行・JAバンク・徳島合同証券

猪子寿之
チームラボ㈱ 代表取締役社長
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横石知二
㈱いろどり 代表取締役社長

吉田基晴
サイファー・テック㈱ 代表取締役社長

渡邉　徹
一般社団法人キキーキャート

理事長

植本修子
㈱ハレとケデザイン舎 代表取締役

鵜飼裕司
㈱FFRI 代表取締役社長

大南信也
NPO法人グリーンバレー 理事長　

岡田育大
㈱フォレストバンク 代表取締役

公認会計士・税理士
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代表取締役社長

集落全体を
阿波藍で染めて
観光客を集めたい

ドローンで
高齢者が活躍する

ビジネスを
開発したい

移住して、
食育農園レストランを

経営したい

過疎地で働く
お母さんを支える
保育サービスを
提供したい

自然エネルギーを
地産地消する

会社を設立したい

学生プログラマー
集団による

子どもの安全アプリで
起業したい

蔵をリノベーションして
外国人向けの

ホテルを運営したい



※最終審査会への出席者は未定

募集要項

応募対象者の条件

審査基準

１. 下記のいずれかに当てはまる個人・企業・団体
　  ・創業予定～創業後1年以内
　  ・創業1年超の場合は、新規事業開始予定～開始後1年以内 

２. 11月11日に徳島市内で開催予定の最終審査会への参加
　  ※事業エリア・規模・カテゴリ、年齢に制限はありません。県外や海外でもOK

情　熱：応募プランを成し遂げる十分な情熱や提案者の魅力
成長性：将来的に自立運営可能なプラン
新規性：既存のモデルにとらわれないプラン
社会性：徳島県民が応援できるプラン

審査員・審査方法

注意事項

スケジュール

応募方法

とくしま創生アワード実行委員会
（徳島県・徳島新聞社・徳島県信用保証協会・徳島経済研究所・徳島大学・徳島文理大学・四国大学）

● 規定の応募用紙にご記入ください　
 ※HP（http://www.topics.or.jp/award）からダウンロード可能。
 ※紙の応募用紙がご必要な方は徳島新聞社でも配布いたします。
● 郵　送：〒770-8572 徳島新聞社地域連携推進室「とくしま創生アワード」宛
● メール： region@topics.or.jp

グランプリ

50万円
準グランプリ

20万円
※最大2件

特別賞

10万円
※最大3件 

1次審査：書類審査
最終審査：応募者によるプレゼンテーション

アドバイザリーボード、協賛各社、とくしま創生アワード実行委員会

● 応募者の氏名、事業名、事業の概要を公表する場合があります。
● 提出書類は返却しません。
● 審査内容につきましては公表しません。
● 特許権等の知的財産権は応募者に帰属します。権利関係に関する問題が
　 生じた場合は、応募者責任で解決するものとします。
● 秘密事項については応募者責任で法的保護（特許出願等）を行ってください。
● 収集した個人情報は本アワードの目的のみに利用します。 

平成28年8月31日必着
● 提出期限

主 催

お問い合わせ

とくしま創生アワード実行委員会
　　　　　TEL：088-655-7331（徳島新聞社内）※平日9:30-17:30

http://www.topics.or.jp/award

募集開始 応募締切 最終審査会
進出者決定

最終審査会
交流会

612 8 9月末 10月31 1111
SUN THU FRI

企画の
ブラッシュアップ
アドバイザリーボードや
実行委員会により
実施予定

支援内容

● 支援金はグランプリ：５０万円、準グランプリ：２０万円 ※最大２件、
　 特別賞：１０万円 ※最大３件
● アドバイザリーボードや、金融機関、大学、新聞社などの支援
 （計画のブラッシュアップや、アドバイス、広報支援など）
● 最終審査会後に行われる交流会への参加（人脈作りの機会提供）

審査員

審査方法


